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⑮ あかちゃんの日 誠
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日の暮れもはやくなってきて だんだんと秋の
夜長となります

さで あかちゃんの日ではシフォン遊びをお
こなってぃます おかぁさんの顔はしっかりと
シフォンごしに見えるのであかちゃんも安心し
て遊んでいるようですね
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おかあさんにふれられ 優しぃ声に包まれ
あからゃんの心も穏やかに 二人の愛着関係も
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